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試合を通じて心温まる交流
　今回で16回目を迎えた町民親善卓球大会。
　白熱した試合を繰り広げる中で、参加者同士の交流を
深めました。
　（13ページのまちの話題もご覧ください。）
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あけましておめでとうございます 年頭あいさつ

２００９

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

新
地
町
長　
加　

藤　

憲　

郎

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
と
新
た
な
決
意
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
不
安
に
端
を
発
し
た
世
界

同
時
不
況
の
波
は
、
輸
出
産
業
の
収
益
減
少
、
大
規
模
な
雇
用

調
整
な
ど
日
本
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
政
府

の
緊
急
経
済
雇
用
対
策
に
よ
っ
て
景
気
の
悪
化
に
一
日
も
早
く

歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
厳
し
さ
を
増
す
経
済
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
新
地
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
は
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス

の
全
線
開
通
や
町
内
へ
の
企
業
進
出
が
相
次
ぐ
な
ど
町
政
に
着

実
な
進
展
が
見
ら
れ
る
一
方
、
予
想
以
上
に
少
子
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
急
激
な
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
私
は
自

立
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
常
に
経
営
感
覚
を
持
ち
な
が
ら

行
財
政
運
営
に
当
た
り
、
そ
の
責
任
と
役
割
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、常
磐
自
動
車
道
や
相
馬
港
の
整
備
の
進
展
を
見
据
え

な
が
ら
、企
業
誘
致
や
若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、新
地
Ｉ

Ｃ
周
辺
に
お
け
る
工
業
用
地
の
確
保
や
新
地
駅
前
周
辺
整
備
、

更
に
こ
れ
ら
と
連
動
す
る
県
道
整
備
な
ど
、
町
の
持
続
的
な
発

展
に
必
要
な
基
盤
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、近
年
に
お
け
る
自
然

災
害
の
多
発
や
食
へ
の
不
安
、
人
口
減
少
や
少
子
化
の
進
展
、

年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
な
ど
、
本
町
が
直
面
す
る
課
題

に
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
た
め
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」「
少
子
化
・
高
齢
者
対
策
」「
働
く
環
境
づ
く
り
」
を
当
面

の
最
重
要
施
策
と
し
て
特
色
の
あ
る
町
政
を
推
進
し
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る
「
誰
も
が
暮
ら
し

た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
地
町
は
、
水
と
緑
の
豊
か
な
町
で
特
に
名
水
と
し
て
平
成

の
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
「
右
近
清
水
」
や
「
い
っ
ぱ
い
清

水
」
「
真
弓
清
水
」
な
ど
地
域
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
清

澄
な
水
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
先
祖
伝
来
受
け
継
が
れ
た
財

産
、
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
に
、
未
来
へ
の
新
し
い
一
歩
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町
、
議
会
、
町
民
が
一
体
と
な
り

新
地
町
議
会
議
長　
齋　

藤　

賢　

一

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

大
変
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
た
大

雨
に
よ
り
、
農
作
物
、
特
に
稲
作
の
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
年
作
と
い
う
こ
と
で
安
心
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
経
済
の
方
は
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
不
安
が
全
世
界

に
広
が
り
、
国
内
で
は
、
急
激
な
円
高
を
は
じ
め
、
特
に
輸
出

産
業
の
収
益
悪
化
や
雇
用
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま

す
。

　

オ
バ
マ
政
権
が
新
年
早
々
ス
タ
ー
ト
し
、
大
き
な
政
策
を

次
々
と
打
ち
出
す
と
の
報
道
も
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
。
日
本

も
景
気
対
策
、
雇
用
不
安
等
、
今
現
在
の
厳
し
い
状
況
と
重
要

諸
課
題
に
取
り
組
み
、
国
民
の
不
安
を
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
議
会
は
一
六
名
か
ら
一
三
名
に
議
員
定
数
を
削
減

し
、
各
議
会
、
各
委
員
会
に
臨
み
丸
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
町
民
の
考
え
、
意
向
を
吸
収
で
き
な
い
の
で
は
と

心
配
さ
れ
、
不
安
を
持
た
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
各
議
員
と
も

自
覚
し
、
諸
問
題
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
町
政
に
あ
っ
て
は
自
主
財
源
の
確
保
、
行
財
政
改

革
、
企
業
誘
致
、
防
災
対
策
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
諸
課
題
解

決
に
努
め
、
そ
し
て
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
し
っ
か
り
と

足
腰
の
強
い
行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
町
、
議
会
、
町
民
の

皆
様
が
一
体
と
な
り
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
た

い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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国
道
６
号
相
馬
バ
イ
パ
ス
が
平

成
20
年
３
月
２
日
に
全
線
開
通

し
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
は
常
磐

自
動
車
道
も
全
線
開
通
す
る
見
通

し
で
、
新
地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
こ
う
し
た
利
点
を
最
大

限
に
活
用
し
よ
う
と
、
常
磐
自
動

車
道
新
地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
の
工
業
用
地
の
開
発
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
行
財
政

改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
未
利
用
財

産
の
処
分
に
よ
る
町
の
活
性
化
に

も
取
り
組
み
、
昨
年
度
か
ら
は
駒

ヶ
嶺
小
学
校
跡
地
を
工
業
用
地
と

し
て
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
に
は
相
馬
港
な
ど
に
県

所
有
の
工
業
用
地
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
工
業
用
地

を
総
合
的
に
企
業
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
工
業
用
地
情
報
発
信
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
20
年
度

は
主
に
東
京
・
名
古
屋
の
業
績
が

好
調
な
製
造
業
者
約
２
千
社
に
対

し
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
昨
年
度

も
約
１
千
社
に
対
し
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
送
付
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
に
よ
っ
て
は

企
業
訪
問
を
行
っ
て
積
極
的
な
企

業
誘
致
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
工
業
用
地
の

町
内
工
業
用
地
の情報

を
発
信
中

情
報
を
発
信
中

　

町
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
働
く
場
所
の
確
保
に
向
け
て
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
町
内
工
業
用
地
の
情
報
を
約
２
千
社
に
、
昨
年
度
も
約

１
千
社
に
送
付
し
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
に
は
２
社
が
町
内
工
業
用
地
へ
の
工
場
立
地

を
決
定
、
今
月
中
に
は
さ
ら
に
１
社
と
の
立
地
協
定
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
に
か
け
て
は
、
町
内
立

地
企
業
工
場
の
新
・
増
設
も
相
継
ぎ
ま
し
た
。

　

町
内
の
工
業
用
用
地
と
企
業
誘
致
の
状
況
な
ど
を
特
集
し
ま
す
。

６
号
バ
イ
パ
ス
・
常
磐
自
動
車
道
を

地
域
活
性
化
に
　

町
内
の
工
業
用
地
で
、
現
在
、

分
譲
可
能
な
と
こ
ろ
は
、
新
地
町

所
有
で
は
、
❶
駒
ヶ
嶺
工
業
用
地

と
、
❷
相
馬
中
核
工
業
団
地
東
地

区
Ｘ
区
画
の
２
カ
所
で
す
。
県
所

有
で
は
❹
相
馬
港
５
号
ふ
頭
危
険

物
取
扱
施
設
用
地
と
、
相
馬
港
３

号
ふ
頭
背
後
地
の
❺
相
馬
港
湾
関

連
用
地
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
５
ヵ

所
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
ほ
か
❸
常
磐
自
動

車
道
新
地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
の
工
業
用
地
の
開
発
計
画
も
進

め
て
い
ま
す
。

工
業
用
地

５
ヵ
所
を
Ｐ
Ｒ
中

◆ 新 地 町 の 工 業 用 地

❶　駒ヶ嶺工業用地
用途地域

都市計画区域内の用途地域無指定
（建ぺい率 60％　容積率 200％）

面　　積 ２．０ha（平場１．４ha）
単　　価 5,100 円 /㎡（全体）、6,800 円 /㎡（平場）
現　　況 雑種地
用　　水 上水道
排　　水 公共下水道
電　　力 駒ヶ嶺変電所（特高）２km

❷　相馬中核工業団地　東地区Ｘ区画
用途地域

工業専用地域
（建ぺい率 60％　容積率 200％）

面　　積 ３．７ha（平場２．６ha）
単　　価 4,700 円 /㎡（全体）、6,800 円 /㎡（平場）
現　　況 雑種地
用　　水 上水道
排　　水 企業ごとに処理後地蔵川へ放流
電　　力 駒ヶ嶺変電所（特高）２km

❸　新地インターチェンジ周辺情報

❹　相馬港5号ふ頭危険物取扱施設用地
　重要港湾相馬港５号ふ頭の危険物取扱施設用
地です。
　現在、ふ頭の一部が相馬共同火力発電（株）
の石炭荷揚げに使用されています。

❺　相馬港湾関連用地情報
　重要港湾相馬港の３号ふ頭背後地に位置する
港湾関連用地です。
　0.6 ～ 9.3ha までの６区画があり、必要面積に
より使用できます。事務所の設置、倉庫・荷役
機械・工作物の設置も可能です

　平成 26 年度までに全線開通する常磐自動車道新地インター
チェンジ周辺で、工業用地の開発計画を進めています。
　計画地は、新地インターチェンジや相馬中核工業団地西地
区のすぐ近くで、相馬港までは国道１１３号を利用して約４
㎞、渋滞もなくアクセスは抜群です。計画地付近の県道及び
町道の改良工事も予定されています。

面　　積 ９．１ha（造成済み）
価　　格 9,950 円 /㎡
用途指定 工業専用地域（建ぺい率60％　容積率200％）
港湾に
おける

位置づけ

土地利用計画 危険物取扱施設用地
臨港地区 指定
分区指定 保安港区

用　　水 上水道：未整備
工業用水：未整備

排　　水 排水先：処理後太平洋
自社処理の必要性：必要

面　　積 ２１．８ha

用途指定 準工業地域
（建ぺい率 60％　容積率 200％）

港湾に
おける

位置づけ

土地利用計画 港湾関連用地
臨港地区 指定
分区指定 商港区

用　　水 上水道：未整備
工業用水：未整備

排　　水 排水先：処理後太平洋
自社処理の必要性：必要

常
磐
自
動
車
道
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平
成
18
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て

は
、
新
地
町
内
企
業
の
工
場
新
設
や

増
設
が
相
継
ぎ
ま
し
た
。
左
表
は
新

地
町
内
と
相
馬
中
核
工
業
団
地
内
の

工
場
立
地
届
出
の
状
況
で
す
。

　

町
内
で
は
航
空
機
部
品（
ブ
レ
ー

ド
）
を
製
造
し
て
い
る
有
限
会
社

相
馬
ブ
レ
ー
ド
が
平
成
19
年
１
月

に
釣
師
地
区
に
、再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
材
料
を
製
造
し
て
い
る
有

限
会
社
中
村
環
境
が
平
成
19
年
５

月
に
大
戸
浜
地
区
に
、
そ
れ
ぞ
れ

工
場
を
新
設
。
電
子
制
御
盤
な
ど

を
製
造
し
て
い
る
株
式
会
社
フ
ァ

イ
ン
電
子
機
器
が
平
成
18
年
12
月

に
、
そ
し
て
平
成
20
年
９
月
に
は

イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
（
燃
料
噴
射

部
品
）
を
製
造
し
て
い
る
有
限
会

社
齋
藤
精
工
が
そ
れ
ぞ
れ
工
場
を

増
設
し
ま
し
た
。

　

新
地
北
工
業
団
地
で
は
、
平
成
19

年
11
月
に
横
型
ヒ
ー
タ
ー
や
モ
ー

ル
ド
成
形
製
品
な
ど
を
製
造
し
て
い

る
株
式
会
社
福
島
ニ
チ
ア
ス
が
第
六

工
場
を
増
設
し
、
ま
た
包
装
用
テ
ー

プ
や
養
生
テ
ー
プ
を
製
造
し
て
い

る
株
式
会
社
ユ
ニ
ー
ク
テ
ー
プ
が
新

工
場
を
増
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
20
年
７
月
に
は
爪
つ
き
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
を
製
造
し
て
い
る
株
式
会

社
今
野
製
作
所
が
新
工
場
を
建
設
し

ま
し
た
。

　

以
上
の
と
お
り
新
地
町
内
で
は
平

成
18
〜
19
年
度
の
２
年
間
に
、
合
わ

せ
て
７
社
の
工
場
新
・
増
設
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
新
・
増
設
に
よ
る

従
業
員
数
の
合
計
は
93
人
（
届
出
時

の
予
定
数
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
今
年
操
業
予
定
の
３
社
の
新
・

増
設
分
に
よ
る
従
業
員
数
を
加
え
る

と
99
人
と
な
り
ま
す
。

　

相
馬
中
核
工
業
団
地
で
も
、
航

空
機
用
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
し
て
い

る
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、
太
陽
光
発

電
用
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
ー
を
製
造

し
て
い
る
エ
ム
セ
テ
ッ
ク
株
式
会

社
な
ど
の
工
場
の
新
・
増
設
が
相

継
ぎ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
相

馬
中
核
工
業
団
地
の
新
・
増
設
分

に
よ
る
従
業
員
数
の
合
計
は
４
社

で
２
９
９
人
（
届
出
時
の
予
定
数
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
と
お

り
、
こ
こ
２
年
間
の
新
地
町
内
と

相
馬
中
核
工
業
団
地
へ
の
工
場
の

新
・
増
設
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
立
地
企
業
な
ど
か
ら

は
、
こ
の
地
方
の
人
材
は
す
で
に

不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
そ
う
し
た
企
業
の

声
に
対
応
す
る
た
め
、
相
馬
地
域

開
発
を
一
緒
に
進
め
て
き
た
相
馬

市
な
ど
近
隣
市
町
村
や
県
と
の
連

携
を
強
め
、
定
住
の
促
進
や
人
材

の
育
成
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

景
気
悪
化
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
道
６
号
相
馬
バ
イ
パ
ス
や
、

常
磐
自
動
車
道
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
、

地
域
活
性
化
に
最
大
限
に
生
か
し

て
い
く
た
め
、
工
業
用
地
の
開
発

と
同
時
に
、
企
業
誘
致
活
動
を
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

新地町内・相馬中核工業団地内の
工場立地状況（新設及び増設）
平成18年度

会社名
所在地 新設増設

の別
操業開始
年月日

従業員数
(新設分)(工場)

エムセテック㈱ 相馬中核東地区 増設 平成19年５月 85 

㈲相馬ブレード 新地町内 新設 平成19年１月 38 

㈲中村環境 新地町内 新設 平成19年５月 9 

㈱ファイン電子機器 新地町内 増設 平成18年12月 0 

平成19年度

会社名
所在地 新設増設

の別
操業開始
年月日

従業員数
(新設分)(工場)

㈱ＩＨＩ 相馬中核西地区 新設 平成21年度以降 10 

ハクゾウメディカル㈱ 相馬中核東地区 新設 平成20年４月 20 

㈱ＩＨＩ 相馬中核西地区 増設 平成20年８月 100 

㈱福島ニチアス 新地北工業団地 増設 平成19年11月 10 

㈱ユニークテープ 新地北工業団地 増設 平成20年11月 10 

㈱ＩＨＩ 相馬中核西地区 増設 平成21年度以降 54 

㈲大橋工業 相馬中核西地区 新設 平成20年１月 30 

㈱今野製作所 新地北工業団地 新設 平成20年７月 11 

㈲齋藤精工 新地町内 増設 平成20年９月 15 

平成20年度

会社名
所在地 新設増設

の別
操業開始
年月日

従業員数
(新設分)(工場)

協伸工業㈱ 新地町内 増設 平成21年度以降 ０

㈲レアテック 相馬中核東Ｘ区画 新設 平成21年４月 ６

丸昭興業㈱ 相馬港５号ふ頭 新設 平成21年８月 未定

資料： Ｈ18，Ｈ19年分は「工場立地状況一覧
表」（福島県商工労働部発表）、

　　　Ｈ20は町企画振興課調べ

　

化
学
薬
品
製
造
大
手
の
昭
和
電

工
株
式
会
社
の
１
０
０
％
出
資
子

会
社
で
、
液
化
ア
ン
モ
ニ
ア
を
東

北
地
区
の
需
要
家
に
供
給
し
て
い

る
丸
昭
興
業
株
式
会
社
が
、
相
馬

港
５
号
ふ
頭
へ
の
進
出
を
決
定

し
、
昨
年
11
月
10
日
に
、
同
社
、

昭
和
電
工
、
福
島
県
、
新
地
町
の

４
者
に
よ
る
立
地
協
定
締
結
式
が

県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

丸
昭
興
業
は
、
神
奈
川
県
川
崎

市
で
製
造
さ
れ
た
液
化
ア
ン
モ
ニ

ア
を
東
北
地
区
の
需
要
家
に
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
宮
城

県
岩
沼
市
の
基
地
へ
鉄
道
輸
送
し

て
い
ま
し
た
が
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の

貨
車
輸
送
が
廃
止
さ
れ
る
の
を
契

機
に
、
５
号
ふ
頭
へ
の
入
出
荷
・

充
填
基
地
新
設
を
計
画
し
ま
し

た
。
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
火
力
発
電

設
備
の
環
境
対
策
用
途
を
主
力
に

需
要
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
安
定

供
給
を
図
る
た
め
の
輸
送
力
強
化

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
定
締
結
式
で
は
、加
藤
町
長
、

野
口
丸
昭
興
業
社
長
、
大
井
昭
和

電
工
取
締
役
、
佐
藤
知
事
が
協
定

書
に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

丸
昭
興
業
の
用
地
取
得
面
積
は

約
１
万
㎡
で
、
１
２
０
ｔ
の
タ
ン

ク
２
基
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

操
業
は
今
年
８
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

２
社
が
工
場
立
地
を
決
定

　

需
要
増
加
に
伴
い
、
生
産
規
模

を
拡
大
す
る
た
め
、
本
社
機
能
と

工
場
を
新
地
町
に
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
ま
す
ま
す
需
要
増
加
が

期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
り
、
新
地

町
を
拠
点
に
、
こ
の
分
野
を
成
長

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
新
地
町
民
の
人
柄
は
、

会
社
が
求
め
て
い
る
人
材
に
マ
ッ

チ
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
雇

用
の
面
も
含
め
、
地
域
に
根
ざ
し

た
企
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

非
鉄
金
属
加
工
な
ど
を
行
っ
て

い
る
有
限
会
社
レ
ア
テ
ッ
ク
の
相

馬
中
核
工
業
団
地
東
地
区
Ｘ
区
画

へ
の
工
場
立
地
が
決
定
し
、
昨
年

11
月
28
日
に
同
社
と
立
地
に
関
す

る
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

有
限
会
社
レ
ア
テ
ッ
ク
は
、
現

在
、
神
奈
川
県
秦
野
市
で
主
に
工

業
用
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
生
産
し
て

お
り
、
生
産
規
模
拡
大
に
伴
い
、

本
社
と
工
場
を
新
地
町
に
移
転
す

る
計
画
で
す
。

　

役
場
正
庁
で
行
わ
れ
た
協
定
式

で
は
、
加
藤
町
長
と
井
上
弘
レ
ア

テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
が
立
地
計
画

や
土
地
の
価
格
な
ど
を
定
め
た
基

本
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、
齋
藤

町
議
会
議
長
と
古
川
相
双
地
方
振

興
局
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
工

場
立
地
計
画
を
円
滑
に
促
進
し
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

レ
ア
テ
ッ
ク
の
用
地
取
得
面
積

は
約
３
，
３
５
０
㎡
で
、
操
業
は

今
年
４
月
以
降
に
な
る
予
定
で

す
。
６
人
程
度
の
地
元
雇
用
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

新
地
町
を
拠
点
に

成
長
め
ざ
し
た
い

有
限
会
社
レ
ア
テ
ッ
ク

井
上　

弘　
代
表
取
締
役

５
号
ふ
頭
に
丸
昭
興
業
が

　
　
　

入
出
荷
・
充
填
基
地
を
新
設

相
馬
中
核
東
地
区
Ｘ
区
画
に

　
　
　

レ
ア
テ
ッ
ク
が
立
地
決
定

▲  左から加藤町長、大井取締役、野口社長、
　佐藤県知事

▲  相馬港５号ふ頭の計画地

▲  握手を交わす井上社長（左）と加藤町長

新地北工業団地
①株式会社
　福島ニチアス
② 株式会社今野製作所・
株式会社ユニークテープ

❶

❷

❸ ❹

相
次
い
だ
工
場
の
新
・
増
設

新
地
北
工
業
団
地
で
は

３
社
が
工
場
を
新
・
増
設

３
年
間
に
10
社
が

工
場
新
・
増
設
を
届
出

相
馬
中
核
工
業
団
地
も

４
社
で
約
３
０
０
人
の
増

定
住
促
進
に
よ
る

地
域
活
性
化

工
場
新
・
増
設
分
に
よ
る
従
業
員
数
は
約
１
０
０
人

③ 相馬中核工業団地東地区X区画 ④駒ヶ嶺工業用地
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◆
新
地
川
柳
教
室

地
球
儀
を

　

十
重
二
十
重
に
金
融
危
機

 

一
路

ひ
っ
そ
り
と

　

生
き
て
ゆ
く
の
も
金
が
要
り

 

喜
太
郎

凛
と
し
て

　

家
訓
を
守
る
妻
が
居
る

 

恵
光

何
も
か
も

　

丸
く
納
め
る
嫁
の
腕

 

光
香

嫁
ぐ
子
に

　

こ
っ
そ
り
わ
た
す
母
の
愛

 

真
風

ス
ラ
ン
プ
を

　

ぬ
け
だ
す
窓
を
く
れ
た
君

 

お
せ
い

白
銀
で

　

厚
化
粧
す
る
鹿
狼
山

 

若
竹 

よ
き
時
代

　

心
の
奥
に
そ
っ
と
秘
め

 

あ
つ
子                          

厳
し
さ
が

　

丸
く
な
っ
て
る
里
の
父

 

利
夫

癒
さ
れ
て

　

き
ら
め
く
星
の
こ
ぼ
れ
そ
う

 

い
と
子

と
き
め
い
て

　

明
日
の
元
気
を
予
約
す
る

 

イ
チ
子

ほ
め
ら
れ
て

　

天
ま
で
上
が
る
奴
凧

 

講
師　

渡
辺
満
州

　

昭
和
52
年
か
ら
31
年
間
に
わ

た
り
町
体
育
指
導
委
員
に
従
事

さ
れ
て
い
る
日
下
秀
男
さ
ん

に
、
こ
の
ほ
ど
㈳
全
国
体
育
指

導
委
員
連
合
会
長
よ
り
体
育
指

導
員
功
労
者
表
彰
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
下
さ
ん
は
、
平
成
18
年
に

新
地
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ん

ち
」
の
設
立
準
備
委
員
長
と
し

て
も
、
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞

日
下
秀
男
さ
ん
（
小
川
）

　

12
月
２
日
、
明
治
41
年
生
ま

れ
の
佐
藤
ミ
サ
ヲ
さ
ん
（
明

地
）
が
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
に
は
、
加
藤
町
長

か
ら
賀
寿
祝
状
と
特
別
敬
老
祝
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
知

事
賀
寿
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
賀

寿
祝
状
と
祝
金
が
贈
ら
れ
、
佐
藤

さ
ん
は
「
遠
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
元
気
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
を
含
め
て
町
の
百
歳

以
上
は
、
３
人
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
ミ
サ
ヲ
さ
ん

　
　

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

留
守
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
を
優
先

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
本
来
、
留
守
家

庭
で
保
護
者
等
が
就
労
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
児
童
や
、
祖
父
母
が

昼
間
家
庭
に
い
る
が
介
護
保
険
の
介

護
認
定
（
１
〜
５
）
及
び
障
が
い
の

認
定
を
受
け
、そ
の
配
偶
者
が
介
護・

障
が
い
認
定
者
の
日
常
介
護
に
従
事

し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
現
状

で
は
、
登
録
の
用
件
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、「
友
だ
ち
が
入
っ

て
い
る
か
ら
」、「
楽
し
そ
う
だ
か
ら
」

と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
登
録
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
よ
う
で
す
。

安
全
面
で
も
心
配

　

そ
の
た
め
現
在
の
利
用
状
況

は
、
そ
れ
ぞ
れ
30
名
の
定
員
に
対

し
、
福
田
児
童
ク
ラ
ブ
が
43
名
、

駒
ヶ
嶺
児
童
ク
ラ
ブ
が
59
名
、
新

地
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
80
名
と
大
幅

に
オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
安
全
な
運
営
管
理
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
ま
す
。

本
来
の
目
的
に
あ
っ
た
利
用
を

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
児
童
は
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

で
、
時
間
は
13
時
か
ら
18
時
ま
で

で
す
。

　

国
が
定
め
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
定

員
も
40
名
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
３
ク
ラ
ブ
と
も
、

保
育
に
欠
け
る
子
ど
も
を
優
先
し
、

規
定
に
照
ら
し
て
利
用
の
制
限
を

行
い
、
本
来
の
定
員
30
名
程
度
に

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
の
目
的
に
あ
っ
た
利
用
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
21
年

度
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
規
・
継
続
登

録
の
申
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け

付
け
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
か
ら
継
続
登
録

の
方
も
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

対
象
児
童　

平
成
21
年
度
新
地
町

内
の
小
学
校
１
〜
３
年
生

定
員　

各
児
童
ク
ラ
ブ　

30
名

※
申
込
定
員
が
定
数
を
超
え
た
場

合
に
は
、
提
出
さ
れ
た
世
帯
状
況

等
を
審
査
の
う
え
、
後
日
可
否
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

登
録
用
件

・
留
守
家
庭
で
保
護
者
等
が
就
労

に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
。

・
祖
父
母
が
昼
間
家
庭
に
い
る
が
、

介
護
保
険
の
介
護
認
定
（
１
〜
５
）

及
び
障
が
い
の
認
定
を
受
け
、
そ

の
配
偶
者
が
介
護
・
障
が
い
認
定

者
の
日
常
介
護
に
従
事
し
て
い
る

場
合
。（
こ
の
場
合
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
及
び
障
が
い
者
手
帳
の

コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
同
じ
条
件
で
児
童
ク
ラ
ブ
単
位

の
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
自

宅
ま
で
の
距
離
を
判
定
材
料
と
い

た
し
ま
す
。

費
用

お
や
つ
代　

月
２
，
０
０
０
円

保
険
料　

　

年
２
，
０
０
０
円

申
込
先　

役
場
町
民
課
、
福
田
児

童
ク
ラ
ブ
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
内
）、
新
地
児
童
ク
ラ
ブ
（
児

童
館
内
）、
駒
ヶ
嶺
児
童
ク
ラ
ブ

（
駒
ヶ
嶺
小
学
校
特
別
教
室
棟
内
）

に
あ
る
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間

１
月
７
日
㈬
〜
１
月
30
日
㈮
ま
で

そ
の
他　

審
査
で
は
、
住
民
票
登

録
上
の
世
帯
分
離
や
同
一
敷
地
内

の
別
棟
居
住
の
場
合
は
、
同
一
世

帯
と
判
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
62
２
１
１
６
）

３
ク
ラ
ブ
と
も
定
員
オ
ー
バ
ー

本
来
の
定
員
30
名
程
度
に

　

町
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
児
童

ク
ラ
ブ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

小
学
校
低
学
年
児
童
の
放
課
後
に
、
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、福
田
、新
地
、駒
ヶ
嶺
の
３
か
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
登
録
の
用
件
を
満
た
し
て
い
な
い
児
童
の
登
録

も
あ
り
、
３
ク
ラ
ブ
と
も
定
員
オ
ー
バ
ー
で
、
安
全
面
で
の
心
配
も

出
て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
か
ら
は
、
各
ク
ラ
ブ
と
も
本
来
の
定

員
30
名
程
度
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

平成20年度の利用状況
（10月１日現在）

■福田児童クラブ
　（勤労青少年ホーム）
　定員30名　在籍数43名
　（約72％の児童）
　指導員数３名（補助員含む）
■新地児童クラブ
　（新地町児童館）
　定員30名　在籍数80名
　（約68％の児童）
　指導員数４名（補助員含む）
■駒ヶ嶺児童クラブ
　（駒ヶ嶺小学校内）
　定員30名　在籍数59名
　（約89％の児童）
　指導員数４名（補助員含む）

新
規
、
継
続
登
録
の

申
し
込
み
を
受
付

児童クラ
ブ

児童クラ
ブ

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

委
員
１
名
の
任
期
満
了
と
１
名

の
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
新
た
に

目
黒
壽
一
さ
ん
（
新
地
町
）
と

横
山
佳
寿
美
さ
ん
（
明
地
）
を
人

権
擁
護
委
員
に
推
薦
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

● 

新
地
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
関
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節

減
を
図
る
た
め
、
公
の
施
設
に
つ
い

て
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
団
体
を
活

用
し
た
管
理
が
で
き
る
よ
う
新
た
に

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

● 

新
地
町
海
釣
り
公
園
条
例
の
制
定

　

新
地
町
海
釣
り
公
園
を
設
置
す

る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
海
釣
り
公
園
に
関
す

る
必
要
な
事
項
を
定
め
、
業
務
を

指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
の

も
の
で
す
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
，

７
５
０
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

● 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
，

３
９
２
万
５
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

６
５
９
万
６
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

● 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

１
０
３
万
７
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

● 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

７
万
１
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

５
９
５
万
６
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
議
会

新
地
町
海
釣
り
公
園
条
例
の
制
定
な
ど
を
可
決

　

第
６
回
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月
12
日
か
ら
17
日
ま
で
開
か

れ
、
新
地
町
海
釣
り
公
園
条
例
の
制
定
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
17
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
21
年
度
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も
っ
と
英
語
を
身
に
つ
け
て

尚
英
中
学
校
２
年

　

木
下
な
つ
み
（
釣
師
）

次代を担う人づくり事業
「中・高校生海外派遣事業」

体験記③

「
経
験
」
と
「
友
情
」
を
胸
に

尚
英
中
学
校
２
年

　

田
村　
　

葵
（
藤
崎
）

　

７
月
30
日
、
夏
休
み
が
始
ま
っ

て
す
ぐ
、
私
達
は
中
高
生
海
外
派
遣

事
業
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
ま

し
た
。
私
が
選
ん
だ
コ
ー
ス
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
体
験
。

　

私
達
が
３
週
間
通
う
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
高
校
は
、
中
学
校
と

高
校
が
一
緒
に
な
っ
て
い
て
、
日

本
の
学
校
と
は
学
年
割
り
が
違
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、
学

校
で
会
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

学
校
に
着
い
た
と
き
は
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
と
て
も
優
し
く
、
す
ぐ
に

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
体
験
１
日
目
。
私
と
同
じ

年
の
ホ
ス
ト
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
の

女
の
子
の
紹
介
で
、
友
達
が
増
え

ま
し
た
。
高
校
生
の
み
ん
な
は
、

私
達
日
本
人
を
見
か
け
る
と
、

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
日
本
語
で
話

し
か
け
て
く
れ
、
あ
い
さ
つ
以
外

の
日
本
語
も
上
手
に
話
し
て
い
る

の
で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

一
週
間
も
い
る
と
、
耳
も
慣
れ

て
き
て
初
め
よ
り
も
会
話
が
続
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま

だ
勉
強
し
て
い
な
い
単
語
な
ど
が

出
て
く
る
と
、
そ
こ
で
会
話
が
止

ま
り
、
と
て
も
情
け
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
外
国
へ
行
く
機
会
が
あ
れ

ば
、
今
度
は
も
っ
と
英
語
を
聞
き

取
り
、
話
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

来
日
す
る
の
は
メ
ル
ボ
ル
ン

に
あ
る
公
立
高
校
に
通
う
生
徒
で

す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
日

本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
・
生

活
習
慣
の
違
い
を
肌
で
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
家
族

み
ん
な
で
気
軽
に
国
際
交
流
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
英
語
に
自
信
が

な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
年
の

秋
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学
生
の
日
本
研
修
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て

お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学
生
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

特
別
な
振
る
舞
い
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
普
段
ど
お
り
の
生
活
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

少
し
勇
気
を
出
し
て
、
感
動
や

驚
き
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
有
意
義

な
時
間
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生

徒
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

スケジュール案
９月 内　　　　　　　容 宿　泊

14日㈪ 新地町へ移動。夕方ホストファミリーとマッチング ホームステイ
15日㈫ 町長表敬訪問、中学校訪問（スクール体験） ホームステイ
16日㈬ 中学校訪問（スクール体験） ホームステイ
17日㈭ 小学校訪問（スクール体験） ホームステイ
18日㈮ 小学校訪問（スクール体験） ホームステイ
19日㈯ ホストファミリーと過ごす ホームステイ
20日㈰ ホストファミリーと過ごす ホームステイ
21日㈷ 日光見学 旅館など
22日㈷ 日光見学 旅館など
23日㈷ ホストファミリーと過ごす ホームステイ
24日㈭ 農林体験（案：稲刈り） ホームステイ
25日㈮ 中学校体験（スクール体験） ホームステイ
26日㈯ 朝、ホストファミリーとお別れ。東京へ移動 ホテル

　Hello everyone of Shinchi! It has been a while hasn’t it? I hope that you’re all 
healthy and well. This winter has been warmer than usual .
　People often ask me, “Have you gotten used to Shinchi?” and I always reply, 
“Yes, I’m used to it now”. Now that I’ve been here for a year now, I can more 
easily recognize the diff erences between life in California and life in Shinchi.
Of course, my hometown is warmer than Shinchi. In the winter it never snows 
and in the summer the temperature reaches as high as 40 degrees. Also, the 
road structure is different. In Shinchi the roads twist and turn, but in the 

countryside of America, the roads are divided into large blocks. I don’t drive in Japan, so I can’t say 
that I’m used to the narrow roads here. 
　I’m fortunate to have come here because so many people have invited me to their homes. In 
America, people rarely invite others to their own home unless they are very close.
　Perhaps I’ll share with you some more interesting diff erences between Shinchi and Fresno next 
time.
　I look forward to spending the 2009 here with you all.     Forrest

●募集内容
ホームステイ期間
　平成21年９月14日～25日の約10日間
来日予定人数　20名程度
受入希望人数
　１家族につき１～２名
●事業説明会
　ホストファミリーに興味のある方を対
象に事業説明会を開催します。スケジュ
ールやホームステイについて詳しく説明
します。お気軽にご参加ください。
開催予定日時
　１月21日㈬　19時～
会場　役場１０１会議室
●費用補助
・ホームステイ期間中の学校給食費、通学
交通費については、研修主催者の㈶国際青
少年研修協会が負担します。
・学校教材費用はかかりません。
・受入助成費として、週末ごとに１万円
が支給されます。
◉申し込み・問い合わせ
　役場企画振興課にある申込書に必要事
項を記入して、２月27日㈮までに提出し
てください。
　役場企画振興課（☎62２１１２）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学
生
日
本
研
修

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
、
特
に

心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？
と
言
わ

れ
る
と
答
え
に
困
っ
て
し
ま
う
。

　

私
に
と
っ
て
、
今
回
の
経
験
す

べ
て
が
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
だ

か
ら
。

　

例
え
ば
、
初
め
は
不
安
だ
ら
け

で
し
た
が
、
勇
気
を
も
っ
て
話
し

て
み
た
ら
、
そ
の
不
安
が
消
え
て

い
っ
た
こ
と
。
会
話
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
や
、
言
葉
が
通
じ
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
た
と
き
の
う

れ
し
さ
、
よ
ろ
こ
び
。
日
本
で
の

生
活
の
違
い
に
戸
惑
っ
た
り
し
た

こ
と
。

　

私
に
と
っ
て
、
こ
の
十
八
日
間

の
生
活
、
で
き
ご
と
、
発
見
、
自

分
が
感
じ
た
モ
ノ
、
す
べ
て
が
心

に
残
っ
て
い
る
最
高
の
思
い
出
。

　

本
当
に
い
い
経
験
を
し
た
と
思

う
。

　

こ
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
ま
だ
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
将
来
、
こ
の

経
験
の
お
か
げ
だ
と
思
え
る
よ
う

に
活
か
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
今
回
は
学
ぶ
こ
と
ば

か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
う

一
つ
家
族
が
で
き
た
こ
と
。
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
。
友
達

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子
だ
け

で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

学
校
に
留
学
し
て
い
た
い
ろ
ん
な

子
や
、
今
回
一
緒
に
参
加
し
た
日

本
人
の
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
。

　

こ
こ
で
出
会
っ
た
み
ん
な
と
、

こ
れ
か
ら
先
も
、
ず
っ
と
、
ず
っ

と
友
達
で
い
る
こ
と
も
、
今
回
の

こ
の
海
外
派
遣
の
「
目
的
」
で
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
回
の
「
経
験
」
と
「
友
情
」

は
、
一
生
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

新
地
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
！
し
ば
ら
く
で
す
ね
。
お
元
気

で
す
か
。
こ
の
冬
は
い
つ
も
よ
り

暖
か
い
で
す
ね
。

　

よ
く
「
新
地
に
慣
れ
ま
し
た

か
」
と
聞
か
れ
、
「
は
い
、
慣
れ

れ
て
き
ま
し
た
」
と
答
え
ま
す
。

こ
こ
に
来
て
一
年
が
経
ち
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
と
新
地
の
生
活
の
違

い
に
少
し
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
出
身
地
は
新
地
よ
り
暖

か
い
で
す
。
冬
に
は
ぜ
ん
ぜ
ん
雪
が
降

ら
な
い
し
、
夏
に
な
っ
た
ら
40
度
く
ら

い
に
暑
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
道
の

形
も
違
い
ま
す
。
新
地
の
道
は
ク
ネ
ク

ネ
し
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
田
舎

で
は
、
大
き
い
碁
盤
の
目
の
よ
う
な
形

で
す
。
日
本
で
運
転
は
し
な
い
の
で
日

本
の
狭
い
道
路
に
も
う
慣
れ
た
と
は
言

え
ま
せ
ん
ね
。

　

こ
こ
で
は
、
い
ろ
ん
な
親
切
な
人

に
自
分
の
家
に
招
待
さ
れ
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

本
当
に
仲
が
良
く
な
け
れ
ば
め
っ
た

に
家
に
誘
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　

次
回
は
フ
レ
ズ
ノ
と
新
地
の
違
い
を

教
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
も
ま

た
新
地
町
の
み
な
さ
ん
と
過
ご
せ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ダ
イ
ア
リ
ー

（
和
訳
・
フ
ォ
レ
ス
ト
）

フォレストフォレストフォレスト

　平成20年度参加者６名の報告を
シリーズで掲載してきました。
　今回で最終回となります。
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　尚英中学校3年の佐々木彰仁くん、加藤大
毅くん、佐藤祥彦くんの3人が、12月25日～
28日に大阪府で開催される第22回全国都道府
県対抗中学校バレーボール選手権大会に出場
する福島県選抜メンバーに選ばれました。
　町では、12月16日に役場を訪れた3人に激
励金を贈り、大会での健闘を祈りました。
　県選抜のキャプテンをつとめる佐々木くん
は「県代表として精一杯がんばってきます」
と抱負を述べました。

尚英中の3人が福島県選抜チームに

　町では、第31回福島県小学生バレーボール
大会県大会に出場する新地ジュニアバレーボ
ールクラブに激励金を贈りました。
　大島副町長から激励金を受け取った佐藤麻
彩キャプテン（新地小6年）は「6年生にとっ
て最後の試合なので悔いの残らないよう精一
杯がんばってきます」と小学校生活最後の試
合に向けた思いを語ってくれました。

　町体育協会主催の第16回町民親善卓球大会
が12月23日、町総合体育館で行われ、町内外
から２１０人が参加しました。
  男女別のシングルス、ダブルス、ラージボ
ールや男女混合ダブルスなど20部門に分かれ
て行われ、各種目で白熱した試合が展開され
ました。
  全国大会でも活躍している尚英中学校の鈴
木翔太さんも参加しており、レベルの高い大
会となりました。

▶ 

２
０
０
人
を
越
え
る
参
加
者
が

集
ま
っ
た
今
年
の
大
会

　プロ野球巨人軍の外野手として活躍してい
る鈴木尚広選手の講演会が12月2日、尚英中
学校で行われました。
　「野球選手としての人生」と題して講演
し、夢に向かって行動することの大切さなど
を生徒に伝えました。
　講演後には、生徒代表が鈴木選手とキャッ
チボールをする一幕もありました。
　生徒は、本物のプロ野球選手を前にとても
うれしそうでした。

▶ 

生
徒
と
の
交
流
を
楽
し
む

鈴
木
選
手
（
右
）

▶ 

写
真
左
か
ら
佐
々
木
く
ん
、加
藤
く
ん
、

佐
藤
く
ん
、
加
藤
町
長

新地ジュニアバレーボールに激励金

鈴木尚広選手が尚英中に
ラリーで交流を楽しむ

　町民親善卓球大会

　年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動
出動式が12月9日、町役場で行われました。
　加藤憲郎交通対策協議会会長のあいさつや
菊地正文新地町生活安全推進協議会会長の出
動報告の後、白バイとパトカーの先導で町内
をまわり、安全運転を呼びかけました。
　毎年、事件事故が多くなる時期を迎え、安
心安全に新年を迎えられるように交通ルール
を守りましょう。

交通事故防止へ一丸となって

　毎年恒例の餅つき大会が、町内３保育所で
行われました。
　12月16日には駒ヶ嶺保育所と福田保育所
で、18日には新地保育所でそれぞれ行われ、
子どもたちは、大きな杵と臼での迫力ある餅
つきに大喜びでした。
　つきたての餅は、ごま餅、あんこ餅などに
して食べました。

▶ 

迫
力
あ
る
餅
つ
き
に
子
ど
も
た
ち
も

大
喜
び

　新地町交通対策協議会のメンバーが12月22
日、町役場を訪れ交通安全を願った門松を町
へ寄贈しました。
　メンバー手作りの門松は、3本組の竹を中
心に、周囲に短めの若松や南天、熊笹で装飾
し、下部をわらで巻いた豪華絢爛なもので
す。
　事故ゼロの一年となるよう、みなさんも安
全運転を心がけましょう。

▶ 

門
松
を
寄
贈
し
た
交
通
対
策
協
議
会

の
み
な
さ
ん

▶ 

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

パ
レ
ー
ド
に
出
発

おいしいお餅になぁれ！
餅つきペッタン！

交通安全を願って　門松を寄贈

　駒ヶ嶺小学校が、第41回花いっぱいコンク
ール（主催：県緑化推進委員会・福島民友新
聞社・農林中金福島支店）で特選・県緑化推
進委員会理事長賞を受賞しました。
　緑の少年団が中心となり、日頃から水やり
や除草作業などに取り組み、美しい花々を咲
かせたことが高く評価されました。

駒ヶ嶺小が
特選・県緑化推進委員会理事長賞を受賞

▲  大島副町長から激励金を贈られた新地ジュニアバレーボー
ルのみなさん

▲  日頃から緑化推進に力を入れている駒ヶ嶺小学校緑の少年
団のみなさん
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●一般書 ●児童書

　昭和39年夏、オリンピッ
ク開催に沸きかえる東京
で警察を狙った爆破事件
が発生。同時に「東京オ
リンピックを妨害する」
という脅迫状が当局に届
く。警視庁の刑事たちが
極秘裏に事件を追うと、
１人の東大生が捜査線上
に浮かぶ。

『オリンピックの身代金』 奥田　英朗

『悼む人』 天童　荒太
『彼岸花』 宇江佐　真理
『女神記』 桐野　夏生
『「脳にいいこと」だけをやりなさい』 マーシー・シャイモフ
『東大合格生のノートはかならず美しい』 太田　あや
『Ｘデーにそなえる新型インフルエンザ完全対策ブック』
 岡田　晴恵
『ミシュランガイド東京　２００９』
 ほか

『どこどこ？セブン１０　いろ、いろいろ』
『名探偵コナン推理ファイル　江戸の謎』 青山　剛昌
『ブロックあそびかた大百科』
『はたらくじどう車図鑑』
 ほか

●ＣＤ

１月の読み聞かせ会
日時：1月17日㈯　11時～
　図書館ボランティア「スイミー」の皆
さんによる、絵本の読み聞かせや工作
などを行います。
　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。

　　＝新着本のご案内＝
図書館へ行こう図書館へ行こう

図書館カレンダー

は休館日

町図書館
☎62 5031は館内整理日

●ビデオ・ＤＶＤ
『パイレーツ・オブ・カリビアン
　　ワールド・エンド』（館内視聴用）
 ほか

《季節の行事展「成人の日」》
１月１０日㈯～２９日㈭

成人の日におすすめする図書の展示・貸出を行います。

　生息地を追い立てられ
る神秘の生物たちの怒り
と反撃。その生物たちを
護ろうとする秘密結社と
結社の中心的存在の不思
議な能力を持つ少女コニ
ーの活躍を描く物語。英
国のファンタジー・シリ
ーズ第１弾。

『コニー・ライオンハートと神秘の生物Vol.1
〈サイレンの秘密〉』 ジュリア・ゴールディング

『Ａｒｏｕｎｄ４０　～アラフォー～』
 渡辺　美里・佐野　元春　他
『super.modern.artistic.performance』２枚組
 SMAP
『ＷＥ ＬＯＶＥ ヘキサゴン ヘキサゴンオールスターズ』
 羞恥心・Ｐａｂｏ 他
 ほか

　巨匠、横山光輝が１５
年の歳月をかけて描き切
った名作「三国志」の愛
蔵版。巻頭カラー口絵、
関連地図・年表付き。第
１巻は、劉備・関羽・張
飛が桃園で義兄弟と主従
の誓いを結んだ「桃園の
誓い」を収録。

『三国志』 横山  光輝
　世界一美味しいかぼち
ゃスープを作る、ねこと
りすとあひるの仲良し３
人。古ぼけた白い家では
お昼の時間。ところがス
ープにするかぼちゃがあ
りません。しかたなく、
他の材料でスープを作る
ことになりますが…。

『とびきりおいしいスープができた！』 ヘレン・クーパー

行 事 案 内

　

「
訓
練
で
す
。訓
練
で
す
。○
○

か
ら
火
が
出
ま
し
た
。」
放
送
が
流

れ
る
と
子
ど
も
た
ち
は
、お
し
ゃ
べ

り
を
や
め
、担
任
の
指
示
を
聞
い
て

避
難
態
勢
に
入
り
ま
す
。
保
育
士
の

誘
導
に
従
い
、赤
い
避
難
の
目
印
旗

に
集
い
、整
列
、点
呼
。全
員
が
逃
げ

遅
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
、報
告

し
ま
す
。訓
練
は
、毎
月
一
回
実
施

し
、火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら

身
を
守
る
大
切
さ
を
知
ら
せ
た
り
、

火
事
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
伝
え
、

訓
練
の
必
要
性
を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師　

齋
藤　

洋
子

　　保育所から

こんにちは
こんにちは

♡
154
♡

福
田
保 育 所

　

冬
に
な
る
と
、す
ね
や
太
も
も
、

脇
腹
、
腰
な
ど
の
皮
膚
が
か
さ
つ

い
て
、
か
ゆ
み
が
で
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
乾
燥
や
か
ゆ
み
が

激
し
く
な
る
前
に
、
上
手
に
対
処

し
ま
し
ょ
う
。

皮
膚
の
乾
燥
の
原
因

▼
加
齢
・
・
・
皮
脂
の
分
泌
量
が

減
少
し
て
、
皮
膚
膜
が
作
ら
れ
に

く
く
な
り
ま
す
。

▼
空
気
の
乾
燥
・
・
・
大
気
が
乾

燥
す
る
た
め
、
皮
膚
の
水
分
が
蒸

発
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
気
温
の
低
下
・
・
・
気
温
の
高

い
季
節
に
比
べ
、
冬
に
は
皮
脂
や

汗
の
分
泌
が
低
下
し
ま
す
。

▼
洗
い
す
ぎ
・
・
・
入
浴
時
に
体

を
洗
い
す
ぎ
る
と
角
質
膜
が
剥
が

れ
た
り
、
角
質
細
胞
が
傷
つ
い
た

り
し
た
り
し
ま
す
。

対
策
は
？

○
保
湿
剤
を
使
う

　

保
湿
剤
は
、
角
層
の
水
分
を
保

持
す
る
な
ど
の
働
き
を
も
っ
て
い

ま
す
。成
分
別
や
タ
イ
プ
別
な
ど
、

用
途
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

　●
新
入
所
児
健
康
診
断

　

13
日
㈫ 

福
田
保
育
所

　

14
日
㈬ 

新
地
保
育
所

　

15
日
㈭ 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

●
誕
生
会

　

14
日
㈬ 
新
地
保
育
所

　

15
日
㈭ 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

　

20
日
㈫ 

福
田
保
育
所

●
育
児
相
談

　

20
日
㈫ 

各
保
育
所

●
た
ん
ぽ
ぽ
広
場

　

14
日
㈬ 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

１
月
の
行
事
予
定

あ
る
の
で
、
１
週
間
ほ
ど
使
っ
て

み
て
、「
刺
激
性
が
な
く
、
使
い

心
地
よ
い
」「
効
果
が
あ
る
」な
ど
、

自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
使
い
続
け

ま
し
ょ
う
。

○
皮
膚
に
刺
激
を
与
え
な
い

　

タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
ゴ
シ
ゴ
シ

洗
う
と
角
層
が
乱
れ
ま
す
。
石
け

ん
を
よ
く
泡
立
て
、
そ
の
泡
で
洗

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

湯
の
温
度
が
高
い
と
、
皮
脂
膜
な

ど
が
失
わ
れ
た
り
、
入
浴
後
の
体

が
ほ
て
っ
て
か
ゆ
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
湯
の
温
度

は
38
〜
40
度
程
度
の
ぬ
る
め
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
部
屋
の
湿
度
に
気
を
つ
け
る

　

暖
房
で
部
屋
の
温
度
を
高
く
し

す
ぎ
る
と
空
気
が
乾
燥
し
が
ち
で

す
。
湿
度
を
下
げ
な
い
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
受
診
が
必
要
な
時

　

様
々
な
対
策
を
と
っ
て
も
、
か

ゆ
み
が
治
ま
ら
ず
、
湿
疹
が
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
は
皮
膚
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　　保育所から

２
才
女
児

Ｍ
ち
ゃ
ん

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

冬
の
か
ゆ
み
解
消
法

避
難
訓
練

隣
の
地
域
住
民
や
家
庭
と
の
連
携

も
大
変
重
要
で
す
。

　

ご
家
庭
で
も
、
日
頃
よ
り
、
お

子
さ
ん
が
日
常
的
に
利
用
す
る
遊
び

場
な
ど
に
つ
い
て
も
、
危
険
や
安
全

に
つ
い
て
も
話
し
あ
っ
た
り
関
心
を

持
た
せ
る
事
が
大
切
で
す
ね
。

地
域
と
の
連
携

　

火
災
や
地
震
等
の
災
害
発
生
に

備
え
、
日
頃
の
訓
練
と
共
に
、
近 ▲  真剣に訓練をする子どもたち

命
・
安
全
を
守
る
！

避
難
時
の
注
意
と
し
て

①
話
さ
な
い

②
押
さ
な
い

③
走
ら
な
い

④
戻
ら
な
い

を
約
束
し
て
い
ま
す
。

　

年
二
回
の
消
防
署
と
の
合
同
訓

練
も
あ
り
、
消
防
士
の
見
守
る
な
か

す
ば
や
い
避
難
を
行
う
ほ
か
、
花
火

の
正
し
い
扱
い
や
遊
び
方
、
火
あ
そ

び
の
怖
さ
等
に
つ
い
て
講
話
や
視
聴

覚
機
器
で
指
導
を
受
け
ま
す
。

　

計
画
的
、
継
続
的
に
訓
練
を
行

う
事
に
よ
り
、
基
本
能
力
（
安
全

機
敏
な
避
難
能
力
）
が
身
に
つ
き

ま
す
。
災
害
等
の
発
生
に
備
え
、

子
ど
も
が
自
分
で
安
全
に
行
動
で

き
る
能
力
を
積
極
的
に
養
う
こ
と

は
大
切
な
事
で
す
。

 日 月 火 水 木 金 土
 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 31
 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
２月

１月
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◇
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・

　

補
助
員
を
募
集

　

指
導
員
・
補
助
員
を
雇
用
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
登
録
名
簿
に

登
録
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
指
導
員　

保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
又
は
学
校
教
員
の
資
格
を
有
す

る
方
。

・
補
助
員　

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

雇
用
予
定
人
数

指
導
員
・
補
助
員
と
も
若
干
名

登
録
期
間　

４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月
末
日

雇
用
期
間　

６
ヶ
月
以
内
（
た
だ

し
、
こ
の
期
間
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

勤
務
日
及
び
時
間

町民課622115、2116／税務課622119／健康福祉課622931、2932、2096／農林水産課622194／農業委員会事務局622195／会計室622128
総務課622111／企画振興課622112／都市計画課622113／建設課622114／議会事務局622190／教育総務課624477／生涯学習課（公民館内）622085

役場直通
電話表

臨
時
職
員
を
募
集

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
、
５
日
間

平
日　

13
時
〜
18
時

土
曜
日
・
学
校
休
業
日　

８
時
〜

13
時
、
13
時
〜
18
時

勤
務
場
所　

各
児
童
ク
ラ
ブ

賃
金　

１
時
間
当
た
り
の
町
の
規

定
す
る
金
額

登
録
・
選
考
方
法　

書
類
審
査
に

よ
り
登
録
し
、
雇
用
の
際
に
勤
務

日
・
場
所
は
指
定
し
ま
す
。

◇
児
童
館
臨
時
職
員
募
集

応
募
資
格　

保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
又
は
学
校
教
員
の
資
格
を
有

す
る
方
（
平
成
21
年
３
月
末
日
ま

で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
。）

雇
用
予
定
人
数　

１
名

雇
用
期
間　

６
ヶ
月
以
内
（
た
だ

し
、
こ
の
期
間
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

勤
務
日　

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
５

日
間
（ 

※ 

土
曜
日
は
隔
週
勤
務

と
な
り
ま
す
。）

勤
務
時
間　

９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

18
時
15
分

勤
務
場
所　

児
童
館

賃
金　

１
日
当
た
り
町
の
規
定
す

る
金
額

選
考
方
法　

書
類
審
査
に
よ
る
。

そ
の
他　

新
地
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

員
を
兼
務
し
ま
す
。

nformationi
暮らしの情報

平
成
21
年
度
・
22
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
受
付

　

町
で
は
、
平
成
21
年
度
・
22

年
度
の
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪
〜

　
　
　
　
　

２
月
27
日
㈮

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
対
象
業
種　

建
設
工
事
請
負

業
、
測
量
等
委
託
、
物
品
販
売
、

冬
季
間
の
除
雪
に

ご
協
力
を

　

町
で
は
、
道
路
除
雪
に
つ
い
て

国
・
県
・
警
察
及
び
関
係
機
関
と

連
絡
を
と
り
な
が
ら
作
業
を
行

い
、
積
雪
時
の
交
通
確
保
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　

降
雪
量
は
地
区
な
ど
に
よ
り
差

が
あ
り
ま
す
が
、
除
雪
作
業
を
開

始
す
る
目
安
は
お
よ
そ
15
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
す
。
町
道
等
の
除
雪

作
業
は
、
町
グ
レ
ー
ダ
ー
、
シ
ョ

ベ
ル
及
び
【
表
１
】
の
委
託
業
者

で
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当
地

区
を
決
め
て
、
作
業
を
行
い
ま
す

が
、
短
時
間
に
多
量
の
降
雪
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
は
作
業
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
に
よ
り
、
宅

地
な
ど
の
出
入
口
に
溜
ま
る
雪
に

つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
で
除
雪
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
国
県
道

の
除
雪
作
業
は
【
表
２
】
の
委
託

業
者
が
行
い
ま
す
。
国
道
６
号
・

国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は

磐
城
国
道
事
務
所
原
町
維
持
出
張

所
が
直
轄
で
行
い
ま
す
。

【
竹
林
の
伐
採
に
つ
い
て
】

　

降
雪
時
、
竹
林
が
雪
の
重
み
で

道
路
に
倒
れ
交
通
に
支
障
を
き
た

し
、
事
故
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
道
路
脇
に
竹
林
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
事
故
防
止

の
た
め
竹
林
の
伐
採
や
倒
伏
防
止

を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

建
設
課
（
☎
62
２
１
１
４)

◇
臨
時
職
員
募
集

　

共
通
事
項

募
集
期
間　

１
月
５
日
㈪
〜

　
　
　
　
　

１
月
30
日
㈯

申
込
み
手
続
き

①
申
込
用
紙
の
交
付
・
提
出
は
役

場
総
務
課
ま
で

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
指
導
員
・
補
助

員
募
集
の
場
合
は
「
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
等
登
録
申
込
用
紙
請
求
」、

臨
時
職
員
募
集
の
場
合
は
「
児
童

館
臨
時
職
員
申
込
用
紙
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
90
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
名
明
記
の
定
型
型
返
信
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
62
２
１
１
１
）

修
繕
等

※
総
括
表
等
の
書
類
は
総
務
課
、

ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

総
務
課
財
政
係
（
☎
62
２
１
１
１
）

【表１】
町道等除雪作業委託業者
角 田 建 設 ㈱
㈱ 新 栄 建 設
新 和 工 業 ㈱
㈱ 渡 辺 建 設
㈱ 千 田 建 設
㈲ 猪 狩 組
㈲サンリット工業
㈲ 佐 藤 水 道 設 備

【表２】国県道除雪作業委託業者
国・県道名 委託業者

国道１１３号

角田建設㈱

主要地方道相馬亘理線

金山新地停車場線・赤
柴中島線・新地停車場
釣師線・相馬港線

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を

無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
教
養
学
部
】

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
学
士
の
取
得
を
め
ざ
す
学
生
）

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し

希
望
の
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）

・
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
間
在
学

し
希
望
の
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）

【
大
学
院
】

　

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
老
人
ク
ラ
ブ
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名
（
65
歳
未
満
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

募
集
条
件　

普
通
自
動
車
免
許
と

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
。

雇
用
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日

〜
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
（
２

年
間
、
更
新
可
）

す
る
場
合
は
、
検
定
料
は
郵
便
為

替
（
無
記
名
）
で
書
類
に
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
験
票
返

信
用
と
し
て
４
３
０
円
分
の
切
手

を
貼
付
し
、
住
所
を
明
記
し
た
封

筒
（
１
２
㎝
×
２
３
．
５
㎝
）
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時　

２
月
２
日
㈪

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜

試
験
科
目　

筆
記
試
験
（
国
語
、

数
学
）、
面
接
、
作
文

試
験
会
場　

本
学
院

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

双
葉
郡
双
葉
町
大
字
長
塚
字
谷
沢

町
31
番
地

公
立
双
葉
准
看
護
学
院

☎
０
２
４
０―

３
３―

２
９
９
０

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

　

新
地
駅
前
地
区
の
地
区
計
画
及

び
用
途
地
域
変
更
に
つ
い
て
は
、

広
報
し
ん
ち
で
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
都
市
計
画
法
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
案
を
縦
覧

い
た
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

１
月
14
日
㈬
〜
１
月
28
日
㈬
ま
で

（
縦
覧
時
間
は
、
土
日
を
除
く
８

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
）

縦
覧
場
所　

役
場
都
市
計
画
課
窓

口
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
書　

こ
れ
ら
の
案
に
対
し
て

意
見
が
あ
る
場
合
は
、
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
期

縦
覧
の
お
知
ら
せ

募
集
定
員　

30
名

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
以
上
の

心
身
健
全
な
方

願
書
受
付
期
間

１
月
５
日
㈪
〜
１
月
30
日
㈮

出
願
書
類

・
入
学
願
書
（
本
学
院
指
定
用
紙
）

・
調
査
書

※
最
終
学
校
（
専
門
学
校
及
び
専

修
学
校
卒
業
者
は
、
中
学
校
又
は

高
等
学
校
、
短
大
・
大
学
卒
業
者

は
、高
等
学
校
）
の
所
定
の
様
式
。

・
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証

明
書（
最
終
学
校
の
所
定
の
様
式
。

た
だ
し
、
調
査
書
の
中
に
証
明
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。）

・
入
学
検
定
料　
１
０
，
０
０
０
円

受
験
手
続
き　

入
学
願
書
を
郵
送

平
成
21
年
度
公
立
双
葉

准
看
護
学
院
生
徒
募
集

20歳になったら
国民年金に加入しましょう

　20 歳から 60 歳までのすべての人は国民年金に
加入し、保険料を納める義務があり、老後等に年
金を受け取る権利があります。
　将来、安心して年金を受け取るためには、保険
料を未納にしないことが重要になってきます。納
めるのが困難な場合には、学生納付特例や若年者
納付猶予などの免除制度をご利用ください。（免
除該当から 10 年以内に保険料を納めれば、免除
せず納めた時と同じ扱いとなります）
　また、加入期間すべて納付した方に比べ、免除
や未納がある方は年金受
給額が減ったり、未納が
多い場合は受給できない
ことがあります。このよ
うなことが起こらないよ
うに、きちんとした手続
きと納付が大切です。
◉問い合わせ
　健康福祉課（☎62２９３２）

「
検
察
審
査
会
」
を

ご
存
じ
で
す
か

　

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
た
審
査
員
が
、
国
民
を
代
表

し
て
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
起
訴

し
な
か
っ
た
こ
と（
不
起
訴
処
分
）

の
可
否
を
審
査
し
ま
す
。

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯

罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
方
は
、
不

起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
検
察
審

査
会
に
審
査
の
申
し
立
て
が
で
き

ま
す
。

　

審
査
の
申
し
立
て
や
相
談
は
す

べ
て
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

福
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
２
４

５
３
４

２
１
５
６

間
は
縦
覧
最
終
日
ま
で
）

◉
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
☎
62
２
１
１
３
）

勤
務
日　

週
３
日
以
上

勤
務
内
容　

老
人
ク
ラ
ブ
指
導

員
、
事
務
補
助

募
集
期
限　

１
月
30
日
㈮
ま
で

申
し
込
み　

町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
、
履
歴
書
と
免
許
証
の
写
し
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

（
☎
62
４
２
１
３
）

放
送
大
学
学
生
募
集

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し

希
望
の
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）

・
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
間
在
学

し
希
望
す
る
１
科
目
か
ら
履
修
す

る
学
生
）

募
集
期
限　

２
月
28
日
㈯

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー
い

わ
き
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
２
４
６―

２
２―

７
３
１
８

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
新
地
町

に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
平
成
15
年
に

詩
集
「
鹿
狼
山
」
を
発
行
し
て
い

る
株
式
会
社
ナ
ガ
ホ
リ
代
表
取
締

役
会
長
の
長
堀
守
弘
氏
を
招
い
て

「
将
来
の
希
望
に
向
か
っ
て
」
と

題
し
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
５
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所　

尚
英
中
学
校　

体
育
館

◉
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
（
☎
62
４
４
７
７
）

※
今
回
の
講
演
会
に
伴
い
、
町
図

書
館
に
詩
集
「
瞑
想
」
が
寄
贈
さ

母と子の健康
（平成21年1月９日～２月16日）

健康診査等 対　象　者 日　時 受付時間

母子手帳
交　　付

妊娠とわかったら、
なるべく早く母子
健康手帳の交付を
受けましょう

１/ 9㈮
１/23㈮
2/ 6㈮

9時～ 10時

３ヵ月児
健　　診

平成20年８月18日～
10月 13日生 １/16㈮ 12時30分～

13時
離 乳 食
相 談 会

平成20年５月～
８月生 １/13㈫ 9時 45分～

10時
10ヵ月児・
１歳児健診

平成20年４月～５月
平成19年12月～20年１月生 ２/ 9㈪ 13時～

13時 15分
１歳６か月児
健 　 診

平成19年５月～
７月生 ２/16㈪ 13時～

13時 15分
３ 歳 児
歯科健診

平成17年 7月～
9月生まれ １/19㈪ 13時～

13時 15分

◎場所は保健センター

水道水道 業者修理当番

※平日の修理は指定工事店にお申し込み下さい。

月　日 業　者　名 電話番号

１月12日 ㈲佐藤水道設備 62３４９２

㈲オオタ設備 35２６７７

鹿島水工㈱ 46４１１０

17日～ 18日 ㈱セントラル住設 36３３８０

㈲斉藤設備 36２８６８

㈱大場設備 36６１１１

24日～ 25日 ㈲伸栄設備 36６５００

㈲サンリット工業 62２３４６

㈱加藤設備工業 35３４５４

31日～２月１日 ㈱公水設備 46２８２４

㈱コハタ 36４７１１

山内工業㈱ 36２８２６

７日～８日 ㈲佐藤水道設備 62３４９２

㈲オオタ設備 35２６７７

鹿島水工㈱ 46４１１０

11日 ㈱セントラル住設 36３３８０

㈲斉藤設備 36２８６８

㈱大場設備 36６１１１

たんぽぽひろば

・活動時間は10時からです。
・ 月～土（10時～12時）は「なかよしひろば」

として児童館を開放していますのでご利用
ください。

月　　日 内　　容 場　　　所
１月 14 日㈬ 保育所活動 駒ヶ嶺保育所

28 日㈬ はみがき指導 児童館
２月 18 日㈬ クッキーづくり 保健センター

れ
ま
し
た
。

善
意
あ
り
が
と
う

善
意
あ
り
が
と
う

教
育
講
演
会
を
開
催

し
て
荒
節
雄
さ
ん
（
今
神
）
よ
り

◆
新
地
ホ
ー
ム
へ

寄
付　

加
藤
春
男
さ
ん
（
岡
）
よ

り
／
寺
島
洵
一
さ
ん
（
小
川
）
よ

り
／
加
藤
正
男
さ
ん
（
中
里
）
よ

り
／
新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
26
回
56
人

／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
１
回
２
人
／
新

地
高
校
生
１
回
９
人
／
さ
わ
や
か

健
康
会
１
回
３
人
／
漁
協
女
性
部

１
回
２
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３

人
／
小
川
や
よ
い
会
１
回
５
人
／

渡
辺
善
之
さ
ん
３
回
／
森
美
香
さ

ん
１
回
／
高
橋
祐
司
さ
ん
１
回
／

駒
小
一
輪
車
ク
ラ
ブ
一
輪
車
演
技

１
回
14
人
／
仁
科
靜
夫
さ
ん
音
楽

療
法
１
回

▶
寄
贈
さ
れ
た
詩
集
「
瞑
想
」

　

著
者　

森
杏
太
郎

　
（
長
堀
守
弘
氏
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

◆
教
育
振
興
寄
付
金
へ

　

㈱
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
相
馬
工
場
（
相

馬
市
）
よ
り
／
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
労
働

組
合
（
相
馬
市
）
よ
り

◆
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
へ

　

故
荒
と
も
子
さ
ん
の
ご
遺
志
と

１１０番は、あなたを守るホットラインです
【１１０番は、通信司令室に接続されています】
　県内すべての１１０番は、警察本部通信指令室（県
庁内）で集中受理しています。１１０番通報のときは、
あなたの現在地について、できるだけ具体的な説明を
お願いします。
【お尋ねする主な内容は】
・何がありましたか　・いつのことですか　・場所はどこ
ですか　・犯人は誰ですか　・犯人の逃走方向はどちら
ですか　・状況はどうですか　・あなたは誰ですか
【携帯電話による１１０番通報時のお願い】
・ 現場がわからなくなりますので、現場を離れないでください。
・ 通話が途切れる恐れがありますので、必ず停止してください。
・ 聞き返す場合がありますので、しばらくの間は電源を切

らないでください。
※ 自分でもわからない場所は、通信司令室でもわからず、

警察官が現場に行けません。住所などを説明できない時
は、建物名、道路名、橋名、河川名等の目標となるもの、
近くに民家があればその住所などを教えてください。
◉問い合わせ　相馬警察署（☎36３１９１）

　平成21年　1　月
１
〃

14

鹿狼山元旦登山 （新地町　鹿狼山）
釣師の浜から「初日の出」を見る会
 （新地町　釣師浜）
どんと祭 （相馬市長友グラウンド）

18
26

いちご狩り （～５月31日 相馬市　和田観光いちご園）
新地町生涯学習フェスティバル '09
 （～25日　新地町公民館）

２　月
１
９

第４回南相馬市民芸能発表会
海の味まつり・カニ
 （～15日 相馬市 水産物直売センター）

15 仙台フィルメンバーによる音楽工房104（とよ）DX
 （相馬市　はまなす館）

３　月
８ 海の味まつり・たら

 （相馬市 水産物直売センター）
29 石上子供みこし （相馬市　鹿島神社）

４　月
上旬
中旬

桜まつり （相馬市　馬陵公園）
浮舟まつり （南相馬市小高区　相馬小高神社境内ほか）

29
下旬

第12回懸け森山開き （南相馬市小高区　鳩原小学校集合）
健康ウォーク （新地町内）

相馬地方 イベントカレンダーイベントカレンダー 平成 20 年 11 月末現在

謹
賀
新
年

※ 詳しくは、各市町村役所（役場）等へお問い合わせください。
編集（平成２１年１月） 相馬地方広域市町村圏組合（☎ 35０２１１　℻ 36８９３２)
 〒 976 － 8601　相馬市中村字大手先１３

の
配
備
や
相
馬
看
護
専
門
学
校
の
運
営

強
化
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
国
と
地
方
の
協
議
の
も

と
に
確
実
に
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
地
方
自
治
体
は
自
己
決
定
、
自
己

責
任
の
も
と
で
独
自
の
政
策
を
立
案
し

実
行
す
る
時
代
に
入
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
転
換
期
に
あ

た
り
、
本
組
合
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
す

る
た
め
構
成
市
町
村
と
の
連
携
の
も

と
、
広
域
消
防
の
装
備
、
救
急
業
務
、

看
護
専
門
学
校
の
運
営
さ
ら
に
は
広
域

観
光
等
に
的
確
に
対
応
し
て
、
圏
域
住

民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

相
馬
地
方
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
21
年
の
初
春
を
お
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り

組
合
行
政
伸
展
の
た
め
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
を
は
じ

め
、
世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
る
経
済

不
況
な
ど
、
住
民
生
活
や
地
域
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
構
成
市
町
村
の
財
政
も
都
市

と
地
方
の
税
収
格
差
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
地
方
交
付
税
の
削
減
や

社
会
保
障
費
の
増
大
に
よ
り
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
組
合

で
は
広
域
消
防
装
備
の
充
実
を
図
る
た

め
鹿
島
分
署
へ
の
高
規
格
救
急
自
動
車

管
理
者　

南
相
馬
市
長

渡　

辺　

一　

成
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再生紙使用

住民基本
台帳調べ（ ）

12月１日現在（　）は前月比
●人　口／8,522人（+ 1人）
　　男　／4,180人（－ 2人）
　　女　／4,342人（+ 3人）
●世帯数／2,617世帯（+5世帯）

人の動き 消　息 （平成２０年１１月２１日～平成２０年１２月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

 （子供） （親） （地区）

 凜
りん

 八島　賢一・幸　恵 上ノ町

 慶
けい

　音
と

 星　　英樹・路　子 高　田

 心
ここ

　望
み

 目黒　秀幸・由紀子 杉　目

■表紙の卓球大会会場となった総合体育館は、平成
11年に完成し、今年で10年目を迎える町のシンボ
ル施設です。
　開館以来、スポーツだけでなく、芸術鑑賞、式典
行事など、町民のみなさんのふれあいの空間として
利用されています。
　お正月休みで運動不足の方は、心と体のリフレッ
シュに総合体育館をぜひご利用ください。

今月の
納 税

●町県民税 第４期分
●国民健康保険税 第７期分
この社会　あなたの税が　生きている

 （死亡者） （年齢） （地区）

 荒　　　とも子 61歳 今　神

 持　立　重　雄 76歳 釣　師

 坂　元　郁　夫 54歳 新地町

新地町生涯学習フェスティバル ’09開催新地町生涯学習フェスティバル ’09開催
平成 21 年１月 24 日㈯・25 日㈰
会場：農村環境改善センター・保健センター
　新地町生涯学習フェスティバル ’ ０９は、町で実施している各種教室
の他、公民館・勤労青少年ホームを利用しているクラブ・団体のみな
さん、地域で活動している自主サークルのみなさんなど、多くの団体
が参加するフェスティバルです。
　今年度は、ご来場のみなさんも体験参加できるコーナーをたくさん
用意していますので、みなさんお誘い合わせのうえご来場ください。

＜スケジュール＞
１月24日（土）
９時30分～16時
・ 各種教室・クラブ等
の作品・写真展
・体験コーナー

参加団体 60
!

１月25日（日）
９時30分～15時 30分
・ 各種教室・クラブ等の作品・写真展
・ 手作り作品販売・手作り作品キット販売コーナー
・学習発表・アトラクション

▲昨年の生涯学習フェスティバルの様子

◉問い合わせ
　新地町生涯学習推進本部（☎62２０８５）

民謡・ダン
ス・

マジック・太
鼓・

カラオケなど

焼きたてスイーツの
　無料サービス！
　11時 40分～

（無くなり次第終了）


